















































て，古くは Kretshmer （1960） の Zyklothymie
（循環気質）や Zykloid （循環病質），Bleuler
（1922） の Syntonie （同調性），下田（1950）





























































































































































































































































































































































































































































































1 従来型鉛様クラスター 18 3 15
2 新型人間関係回避クラスター 4 1 3
3 新型過食クラスター 9 1 8
4 従来型自己愛クラスター 33 6 27

















































































































































































































































































































































































Bleuler E（1922）．Die Probleme der Sshizoidie und 
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